
第９期 小金井市地域自立支援協議会 部会活動報告 

 

部 会 名 社会参加・就労支援部会 

開 催 日 時 令和７年９月１７日(水) １８：００～１９：００    

記録担当委員 荒木 浩 

【協議概要】 

●就労選択支援に関して、前回までに話したことの振り返り  

① 事業の理解 ② 意思決定支援 ③ 計画相談の必要性 ④ 長期的に考える必

要がある 

（課題としては） 公正の担保・事業のインセンティブ・新しい事業なので様子見・

支給決定まで手がかかる 

どこをターゲットに・どのように普及させていくか？・市の関与は必須 

→ 3月末までに部会の中で形にしたい 

（小金井市の動きと考え） 

・市役所として 7市にヒアリング。明確にやると答えた市は 1市・1事業所 

・近隣市の状況としては、B型アセスメントとの併用を考えている 

・田無、小平、けやきの杜の 3つの特支は令和 9年よりスタートする 

（今回の部会では、計画相談の方の意見を聞く） 

① 就労選択支援の志向の理解はできるが、長い伴走支援としてリソースが足りない

と感じている 

② 専門家としての 1ヵ月という短期間でどこまで本人のことを見られるのかという

疑問がある 

③ この部会を作ったときに、「社会参加」就労部会という名称にした。就労しないと

いけないという雰囲気を作らないよう思いを込めた。ただ、特支など教育の分野

も就労に力を入れているが、定着率も低くバーンアウトしている子もいて疲弊し



 

ているところもある。国策として就労継続を減らしたいという感じがあるが、障

害児者の行き場をなくさないように考えなければいけないと思う。 

（上記の意見を踏まえて） 

何があればできるのか、ポジティブに意見を出し合いながら考えなければいけない。 

改めて、「コストの問題」「人材（育成）」「「ノウハウの転移」「イメージがわかない」

「利用者との関係性」「機関連携」などの切り口で、継続的に話し合いを続ける。 

【次回の開催日程】 令和７年１１月１２日(水)１８：００～ 前原暫定Ａ会議室 

 


